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浄土三部経におけ るbhakti思 想 につい せ

關 戸 法 夫

Bhakti思 想 は,Rq-vedaよ り今 日に至 る迄 イ ン ド思想一般 の底流を走 リイン ド

文化の根幹を形作 っせいる

Bhakti思 想 史におい せ,紀 元前2世 紀頃成 立 と推 定 され るBhagavad-gita(以

下Gitaと 略す)はbhakti思 想 の発展に決 定的な方 向を示した1)。 紀元後3～5世 紀

頃成立 と考 え られ るVisnupuyanaに 至 りbhakti思 想 がbrahman一 元 論 と共存

す る可能性を胚胎 し,9～10世 紀 頃成立 と思わ れ るBhagavatapuranaの 編 纂を見

るに至 り,bhakti思 想 は最高の発展段階に至 る。

Bhakti思 想 史を便 宜上,初 期 ・中期 ・後期に区分 し,Gita前 後 よりVasnapu-

rang以 前 までを初期 と し,Visna purana以 後 よ りBhagavata puyanaま で を中

期 とし,Bhagavata purana以 後 を後期 とす る2)。bhakti思 想 と他 の諸 思想 との

syncretismを 分 類整理す る上 で合理的 である。

Rq-veda以 来,イ ン ド思想一般に一 切万物は唯一者に帰す るとい う思惟方法が

遍 在しせい る8)。その延長 線上 にbhakti思 想 は位置 す る といえ よ う。専修(帰 一)

思 想はMahabharata第12巻 のNarayniya parvan第231～339章 に 登場す るeka-

ntinを 指 摘 できる。かれ らは乳海(duhisagara)の 北 方にあ るsvetadvipaで 専 一

にNarayanaを 崇拝す る宗派であ り,bhaktiの 心 情を もつeantlnだ け がNar-

ayanaを 見 ることがで きると説 く。かれ ら は初期bhakti思 想 の顕現者 のひ とつ

であろ うと推定で きる。

初期bhakti思 想 潮流の渦中で,初 期大乗仏教経典が どの よ うに影響 しあ っせ

いるかを調べ ることを筆者の研究課題 としせい る。例}ば,如 来蔵 思想,本 覚思

想 そしせ念仏思想等であ る4)。

bhakti(Pali:bhatti)は,仏 教では,原 始 ・部派経典には知 られ せいた こ と ば

であ り,大 乗に至 るにbhaktiと い うこと ば は消 え,後 密教経典 に至 り,再 び現

わ れ ることばであ る。

浄土経典 の編 纂者は初 期bhakti思 想 下 に あ る の で あ り,浄 土経典編纂者が

bhaktiと い うことばを用いなか ったのは,bhaktiを 殊 更に無視 もし くは,意 識
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的 に採用 しなか った と考 える方が妥 当であ り,仮 説施設作業 としせ も普遍 性を も

つ と考え られる。では,な ぜbhaktiと い うことばを用 いなかったの だ ろ うか。

それは圧倒的な初期bhakti思 想 の前 に対峙す る仏教圏か ら の激 しい抵抗の足跡

であろ うと考え られ る。

浄土経 典にbhaktiと い うこ とば が用 い られなか った とい う文献学 的な理由だ

けに よ り,そ こにbhakti思 想 はなか った と結論づけ るのは早計 とい}よ う。逆

に,浄 土経 典になぜbhaktiと い うことばで用 い られなか ったの か と疑問を もつ

方が よ り学問的 とい}る か もしれない。

そ こで,歴 史的思想的に も浄土経典 と同時代 性を もつGi堀 に つ い せ,念 仏思

想 を軸 にしせ見せい く。念仏思想は文字通 り 「仏」を 「念」ず る こ とで あ り,

「仏」を中心に しせ救済を願 う思想 であるが,こ こ で視座を 「仏」 よ り 「念」 に

移 し せ,順 次考察 し せ い く と,浄 土経典におけ る念仏 と著 し く類似 し た思想 を

Gitaに 見 い 出せ る。Gita,Ⅷ,7,Ⅷ,8,Ⅷ,14に 最 高神Visnuを 「念ず る」

(Smr-,anu- smr-, anu- cint-)こ とに よっせmoksa(解 脱)に 達 する ことで強

調 され る。 これは念仏 の 「仏」 よりも 「念」 に重心 を置 く思想 と考 えられ,初 期

bhakti思 想 の萌芽 と考え られ る。

ひ との臨終時におけ る神へ の念想を強調 しせ,Ⅶ,5,Ⅶ,6,浄 土 経典におけ る臨

終念仏に思想 を 一に しせお り,こ の よ うな臨終正念はUpanisadに 由 来す るであ

ろ うと考}ら れ るが,こ の点に関しせは他 日に期す。Aumの 念 称に関 しせ,Ⅷ,

13に,XVII,24に,Aumの 念 称 についせ言及している。 これは浄土 経典におけ る

念仏が文献 の上 では 口称 の意味 には とられせいないけれ ども,後 世,口 称の意味

に解釈 され るに至 ったのであろ うと思わ れる5)。 その経過 は解明 されせいない。

次に,同XI,8に

na to mom sakxase drastum anenaiva svacaksusa divyam dadami to caksuh 

pasya me yogam aisvaram

とあ り,最 高神Visnuを 観 る ことがで きるのは,神 よ り授与 された天眼(divyam

caksuh)を もつ ことに よ り,神 の全姿を見 られ るのであ り,そ れ は,つ ま り神へ

の帰投信愛(bhakti)に よ ってしか観 ることがで き な い。神の恩寵であ る。神 よ

り下 され るものであ り,こ ち らか ら上 るものではない。

回,XI,54は

bhaktya tva ananyaya sakya aham evamvidho 'rjuna jnatum drastum ca 

tattvena pravestum ca paramtapa
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とあ り,浄 土経典においせ,仏 を念ず ることに よって仏を観 ることがで きるとす

る思想 に通 じる ものであ り,仏 が念 じ来たれ るとす る。仏に よっせ逆に念 じられ

ることに なる。これは念 のbhakti性 を 示す もので あ り,こ こに こそ初期bhakti

思 想 の原点を確認で きよ う。

しか し,藤 田宏達 博士が指摘 され る如 く,bhaktiと い う語が一度 も浄土経典

で使われ せお らず,一 方,Gitaで はpras記aも し くは そ の類語が しば しば用い

られ るに もかかわ らず,そ れ らが浄土経典におけ る如 く,信 の意義を持 ち,念 の

内容 とされ る例はな い と し せ い る。しかし,Gitaば か りでな く,Mahabharata

やRamayanaやPuranaに は 上記 の意味 に使われ る個所 が あ り,Gitaが.Mahab-

hayataの 一 章であ る以上,全 体 よ り見れば,prasadaも し くはその類義語が信の

意義を もち うるであ ろ うこ とは論 を俟 たないであろ う。

浄土経典に お い せ は,「 信」 についせ,sraddha,prasada及 びadhimuktiの

三 種 の系統の語及び結合語に よっせ表現 され せいるが,こ れは原始仏教以来の伝

統 を受 けた ものである。特 に,浄 土経 典の信が,prasadaやadhimuktiを 用 いせ

信 の表現形態 としせいる ことは,仏 教本来 の信を継承 しせいるrと を証す る もの

である。一 方,浄 土経典に於せは,avakalpayati,pratiyati(or pattiyati)と い

う動 詞に よっせ表 現 されせい る。

「無量寿経」の文に認め られ るavakal.payanti(3rd.pl.)と い う語は 「阿弥陀

経」 の石山寺所蔵本に よると6),こ の 語 のimperative avakalpayatha(2nd.pl.)

が 信 の同意 語 としせ用 い られ せ い る。avakalpayatiと い う語 は,ava- klP-

か ら派生 したcausativeで,イ ソ ド文献一般で はprepare,do under control,

considerと い う意味を もつ の で あ る が,浄 土経典 では これを信 の同意語 と見な

し,「 信頼す る」 とい う意味に用い せい る。「無量寿経」のチベ ッ ト訳に よると,

こ の語 に対応す るのはyidches(pa)[信 頼 す る]と い う語を与えせ い る。従 っ

せ,漢 訳ではabhisraddadhati,adhimucyanteと 同 意義であ る。

又,pratiyatiま た はpattiyatiに つ いせは,こ れ は信の同意語 と し せ 「信受

す る」 とい う意味 と考}ら れ る。 これ は 「阿弥 陀経」 に現われ る語で,六 方段の

一 々にお いせ,

汝等,こ の不可思議な功徳の称讃,一 切諸仏の摂受と名づける法門を(pratiyatha)信

受 しなさい。

とあ り,さ らに後続に,

sraddadhadhvam pratiyatha makanksayathaあ なたがたは只今わた くしとかれら諸

仏世尊とを信じなさい,信 受しなさい,疑 念をもっせはならない。
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と あ る。漢訳を み る と,前 者のpratiyatha(2nd.pl.Imperative)を 羅 什は 「当

信」,玄 は 「応信受」 と訳 し,後 者の場 合には,三 つの動 詞をひ と纒 ま りに し

せ,羅 什は 「当信受」,玄 奘は 「応 信受領解」 と訳し せ い る,チ ベ ッ ト訳は,後

者 の相当文が欠落 しせい るが,前 者のpratiyathaに はyidchespargyis..Slg

(信頼 しなさい)の 訳 を附しせい る。従 っせ,漢 訳,蔵 訳 の い ず れ もpratiyatha

に 信 の意を賦 与 させせい るこ とが理解 され る。pratiyathaと い う語は,石 山寺

所 蔵本に よるとpattiyathaと あ り,Sanskrit Textsで は この両形が ともに使わ

れ せいる ことは,F.Edgertonが 指 摘 しせ い る通 りで あ る,動 詞 語根はprati-

i-or ya-と 考}ら れ るが
,こ の語根か ら派生 しせ作 られたClassicalSanskrit

の 動 詞pratyetiあ るいは 名詞pratyayaは,イ ン ド文献一般 に お い せ も信 の意

味 で用 い られ る。Buddhist Hybrid Sanskritと し せのpratiyati又 はpattiyati

には,Paliの 比 定 語 としせpattiyayatiが あげ ら れ る が,こ のPaliが 信 と同意

語に使われ せいる。pattiyayatiは 後世 の信 の標準語 としせは用い られな い が,

「法集論註」にsaddhaを 説 明 しせ 「あ る いは仏等の諸 々 の宝を信 じ,,信 受す る

(saddahatipattiyayati)か ら信 であ る」 とい う如 く,信 の意味で用い られせい る程

度 である。従 っせ,こ の語の用法 は,原 始 ・部 派仏教の伝統を忠実に蹈襲 した と

は いいかねるが,大 衆部系のMahavastuに はpratiyati(pattiyati)が 信 の意味で

用 いられ てお り,ま たく般若経〉や〈法華経〉な どの初期大経典に頻 出す る語 である。

浄土経典 で信を表現す る場合に登場す るprasadaに つ いせみ ると,こ れはGita

に もしばしば言及 されるが,Gitaに おけ るpras百daは 「恩寵」 もし くは 「澄浄」

「安寧」の意で用い られ せ お り,浄 土経典の よ うに 「信」の意を含 ませせ使 う用

例 はないが,Gitaを 中 に含むをMahabhayata調 べ る と,浄 土 経典の如 く 「信」

の意を含 ませせ使用す る例は枚挙に逞がない。ただ,Gitaで はprasadaを 「信」

の意味に使用 しなか っただけであ る。

初期bhakti思 想 は,紀 元前後 の北 イソ ドにおいせ か な り広範囲に影響を与え

つつあった唯一 神教的信仰 形態 であ り,仏 典の用例は この影響の甚大 さを反映し

た ものであろ う。原始仏教におい せ は,bhaktiと い う専修的 な帰 投的信仰に抵

抗しせいた ことは,信 が心澄浄で表わ され,信 が慧(prajna)と 相 即 し せ い る構

造を もつ ことに よっせ も明 白であ り,初 期大乗経典にbhaktiが 表 われない のも,

初 期bhakti思 想 の影響力を物語 るものであ る。

従 っせ,浄 土三部経においせbhaktiが 用 い られ せいない理 由は,初 期bhakti

思 想 への争いであ り,抵 抗の軌跡であ る。浄土経典においせは,信 と慧が並列し
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せ用いられる。しかし,信 と慧が如何に相即するかについせは説示され せい な

い。つまり,浄 土経典では,信 と慧 との両者において,慧 よりも信に力点を移し

た経典であろうことを灰めかしせいる。浄土経典においせは,釈 尊や諸仏のこと

ば対する信が説かれせいるが,そ の中で最 も重要なのは,阿 弥陀仏に対する信で

ある。それは念仏と結合した形で説かれせいる。これは原始仏教にも見られる。

又浄土経典においせは,阿 弥陀仏に対る疑念を断尽することこそが真の信を得る

ことと説 く。

極楽往生の根本理念としせ断疑惑を掲げる。これは原始経典に信は疑惑に対蹠

しせ説かれ仏への疑惑を断ずることが信を信たらしめるものであった。つまり,

浄土経典が阿弥陀仏に対する信を仏智の疑惑の断尽をもっせ表示すること,信 と

念仏 とが結合しせ説示されるのは,原 始仏教以来の伝統的な解釈である。

原始経典に説かれる四不壊浄は 「無量寿経」に説かれせいる。慧より信への変

遷の過程で念仏思想を取 り入れ,阿 弥陀仏への疑惑を断じた信を説 くに至る。

「無量寿経」や 「阿弥陀経」に お い せ成立発達した思想は竜樹や世親などによ

っせ論理的整合性を与}ら れ,「観無量寿経」の編纂に よっせ,シ ナ ・日本の浄

土教へと発展した。

以上結論としせい}る ことは,「浄土三部経」の編纂者は初期bhakti思 想下に

あっせ,仏 教 としせとの信仰形態を堅持しつづけた抵抗者といえよう。
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